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Larvae of Japanese Myrteta and Scionomia 
(Lepidoptera : Geometridae ; Ennominae)* 


RIKIO SATO 


本 報 は 日 本 産 シ ャ ク が 科 幼 虫 の 分 類 学 的 研究 の 一 部 を な す も の で ある , 今回 は エダ シャ ク 亜 科 の 2 属 , Myrteta と 
Scionomia に つい て , 日 本 産 全 種 の 幼虫 を 記載 する . 記載 に あたっ て は , 本 科 本 亜 科 に 明らか に 共通 と 思わ れる 形質 
の 記載 は 努め て 簡略 化し た が , 各 属 の 記載 中 に も 今後 の 研究 に よっ て 他 属 と 共通 で ある こと が 判明 し て くる 形質 が 当 
然 含 まれ て いる と 考え られ る が , それ ら の 不備 に つい て は 後日 改め て いき た い . 

本 報 で は 主として 十分 に 成長 し た 終 齢 幼虫 に つい て 記載 する が , 1 齢 幼虫 を は じ め 各 齢 期 の 幼虫 も 可能 な 限り 観察 
し た の で , 必要 に 応じ て 言及 し た い . 前 胸 ・ 中 胸 ・ 後 胸 は , それ ぞ れ Tl, T2, T3 で , 腹 節 は A1 一 A10 で あら わす . 
刺 毛 の 名 称 は 基本 的 に は Hinton (1946) の シス テ ょ を 採用 する が , 肛 上 板 ・ 尾 脚 上 の 東毛 は Dugdale (1961) に 
従う . また , A1 一 A7 AMORE L2 後 腹 方 の 本 科 に 特徴 的 な 過剰 刺 毛 は , Dugdale (1961) に 従い [L4] と 呼称 
する . 





Myrteta 属 の 幼虫 





Myrieta 属 は わが 国 に 4 種 を 産 す る . すなわち M. angelica Butler クロ ミス ジ シ ロ エ ダ ジャ ク , M. sericea 
Butler キス ジ シ ロ エ ダ シャ ク , M. tinagmaria Guenée ナミ スジ シロ エダ シャ ク , M. punctata Warren KY 
スジ シロ エダ シャ ク で ある . 既に 全 種 の 食 樹 が 判明 し て お り , sericea を 除く 3 種 の 幼虫 に つい て は いずれ も 筆者 
(1971a, b, 1973) が 写真 を 付 し て 体 色 斑紋 の 簡単 な 記載 を お こ な っ て いる . 








Genus Myrteta Walker, 1861 


頭 部 頭 幅 は 高 さ の 約 1.2 一 1.3 倍 . 副 前 額 縫 線 は 明瞭 . 単眼 1 一 6 の 相対 的 な 大 き さ や 位置 関係 は 種 に よっ て 異な 
2. 触角 窟 (antennal pit) は 単眼 4 より 5 に 近い . RIB PL IR P2 の や や 内 方 に あり , AF2 と の 位置 関係 は 種 に 
よっ て 異な る . また 刺 毛 P2 と 中 縫 線 ・ 副 前 額 縦 線 会 合点 と の 位置 関係 に も 種 に よる 違い が 見 られ る . 刺 毛 L1 A3 
の 明らか に 上 方 に ある . WIFE Fl は Fa と ほぼ 同じ 高 さ か わずか に 上 方 に ある . 

As 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3 一 2/5. 表面 の M 刺 毛 群 は 一 直線 を な さ ず , M2 を 頂点 と する 直角 一 鈍 角 三角 
形 を 形 づ く る . WE LI と L2 の 位置 関係 は 種 に よっ て 異な る . 裏面 の 上 咽頭 東毛 は いずれ も 上 唇 縁 に 達し な い . 
大 腸 は 末端 歯 (distal tooth) & Ap (internal tooth) に 種 に よる 違い が 認め られ る . さら に 吐 糸 管 の 形状 に も 
種 的 な 差 が 見 られ る . 

WRB SUAS ba CHB PUD Bre, A6 以外 の 腹 脚 を 完全 に 欠く . 1 齢 幼虫 の 刺 毛 配列 は 全 
種 ほ ぼ 一 致し て いる が , 2 齢 以降 は 種 に よる 違い が 生じ し て くる . TI の 東毛 L2, T1・T2 の 刺 毛 SD1 は 他 の 刺 毛 




















* 日 本 産 シ ジャク ガ 科 幼 虫 の 記載 , II. Descriptions of the larvae of Japanese Geometridae, III. 
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に 比 し て 明らか に 繊細 . た だ し T3 の 東毛 SD1 は 特に 繊細 で は な い . A1 一 A5 の SV FIBRORBIO V1 を 含 
め た 位置 関係 は 種 に よっ て 異な っ て いる . A6 腹 肢 外 側面 の SV 東毛 群 は 4 本 , た だ し 1 齢 幼虫 で は 2 本 で ある . BL 
上 板 は 種 に よっ て 東毛 LI と D2 の 間 に 1 本 の 過剰 刺 毛 を 生ずる も の が あり , BEC IU DIST. SJ 
の 状態 は 1 答 幼 昌 で は 全 種 中 央 で 完全 に 分 離す る タイ プ で ある が , 終 齢 幼虫 で は 種 に よっ て 異な る . BHEO RE 
CD2 と L2 の 位置 関係 (Fig. 32), 重 尾 板 の 状態 は 本 科 本 亜 科 の 特徴 と よく 一 致す る . 

以上 の よ うに , ABO 4 種 は , 単眼 の 大 き さ や 位置 関係 , 頭 部 東毛 の 位置 関係 , 上 唇 ・ 大 悪 ・ 吐 未 管 の 形状 , A1 一 
A5 の SV 東毛 群 の 数 や 位置 関係 , 肛 上 板 の 刺 毛 数 , 欠 爪 状態 な ど 多 く の 点 に 明らか な 種 閥 の 相違 が 見 られ る . また 
But SE うに 生態 的 に も 種 に よる 違い が 随所 に 認め られ る . 



































Myrteta angelica Butler 
クロ ミス ジ シ ロ エ ダ シャ ク (Fig. 1) 


体長 30 一 35mm. 

1. 外部 形態 

頭 部 (Figs. 10,14) : 単眼 1 一 6 は ほほ 同 大 . 1 と 2, 3 と 4 が 近接 し , 2 一 3 と 4 一 5 の 間 は 単眼 の 直径 程度 苑 
れ , さら に 5 一 6 間 は 直径 の 約 1.5 倍 離 れ て いる . RIE Pl は AF2 の 明らか に 下方 に あり , P2 は 中 縫 線 と 副 前 額 
縫 線 会 合点 より 明らか に 下方 に ある . Fak: 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3. RE Ll は LZ の 明らか に 上 方 に 位置 
する (Fig. 18). 大 腸 は 10 本 の 末端 歯 を ぁゃ つ . 外側 の 第 1 一 3 歯 は 大 きく , 第 4 歯 以降 は 次 第 に 小さ く な る . 外側 面 
の 突起 は 小さ い . 内 歯 を 欠く (Fig. 22). 吐 糸 管 は 極め て 長く 突出 し , 長 さ は 基部 の 幅 の 約 4.7 倍 , 先端 へ 行く に つ 
れ て ゆる や か に 細 ま る . 先端 は 下 唇 腎 の 末端 刺 毛 を は る か に 越え る (Fig. 28). 胴 部 A4. A5 で 最も 太く 前 後に 次 
第 に 細 ま る . 全体 に ずん ぐり し た 体形 . A1 一 A5 の SV 東毛 群 は エダ シャ ク 亜 科 の 通常 の 状態 を 示し て いる (Fig. 
37), すなわち 数 は Al で は SV2 を 欠い て 2 本 , A2 一 A5 で は 3 本 で ある . それ ら の 位置 関係 は , A1 で は SV3, 
SV1, V1 が ほぼ 一 直線 上 に 並び , A2 で は SV1 は Vl の 前 背 方 に あり , さら に SVI の 前 腹 方 に SV2 を 加え る . 
また A3—A5 の 各 節 で は , SV1 は Vl の 後背 方 に 位置 する . Al ORE Ll は 気 門 の 後方 で や や 腹 方 に ある . AT. 
AS の 気 門 の 大 き さ は , A1 一 A6 衝 節 の 気 門 と ほとん ど 変 らち な い . 肛 上 板 上 の 刺 毛 は , SD1, DI, D2, LI が 左右 各 
1 本 ずつ の 計 8 本 で 過剰 刺 毛 を 生じ ない (Fig. 33). REHA, 尾 脚 共に 32 本 前 後 で , 1 齢 幼虫 で は 中 央 で 完全 に 
分 離す る が , 終 齢 幼虫 で は 長短 二 型 で 半 環 状 に 並び 中 央 で 分 離し な い . 


























2. PENR 

Diath > SRS CRAG. 胴 部 緑 白 色 で 前 胸 は 淡 黄 褐 色 . 背 線 二 重 の 灰白色 線 . 側線 灰白色 . 気 門 線 は や や 
黄色 味 を 帯び 他 の 線 に 比 し て 太い . 気 門 は 緑 褐 色 で 内 部 は 灰 百 色 . 肛 上 板 , 胸 脚 , 腹 脚 , EROT o aae, 肛 
上 板 の 級 は 黄色 味 を 帯び る . 腹面 は 一 様 に 灰 緑 色 . な お 頭 部 を 含め 全体 に 填 褐 色 の 小 点 を 散ら す 個 体 が , Cb A 
が 認め られ た . 





















































3. 所 検 標本 
角田 山 (新潟 県 巻 町 ) : 12. V. 1970 (2 個体 , 食 樹 エゴ ノ キ ), 15. V. 1971 (3, x c7 *), 29. IV. 1976 (12, 
エゴ ノ キ ) > ERR (新潟 県 巻 町 ) : 17. V. 1976 (4 エゴ ノ キ ) 3 弥彦 山 (新潟 県 弥彦 村 ) : 11. V. 1974 (3, = 
ゴ ノ キ ) : 三面 (新潟 県 朝日 村 ) : 17. V. 1974 (2, ハク ッ ン ボク ) : RI (新潟 県 鹿 瀬 町 ) : 15. V. 1976 (2. ^ 
DIVE), 以上 筆者 採集 . 















































4. 生態 に 関す る 知見 
本 種 の 食 樹 と し て は , いずれ も エゴ ノ キ 科 Styrax 属 の エゴ ノ キ , ハク ウン ボク が 記録 さき され て お り , この 属 に 固有 
の 種 と 考え られ る . 
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食餌 植物 (Host plants) : Styrax japonica Sieb. et Zucc. 
Zucc. ハク ウン ボク (佐藤 , 1976) (エゴ ノ キ 科 ) 








エゴ クノ キ (佐藤 , 1971a), S. obassia Sieb. et 


成虫 は 年 1 回 秋期 に 出現 する . 越冬 態 は 不明 で ある が , 新潟 県 に お いて 4 月 中 一 下旬 に 若 齢 幼虫 が 見 られ る こと か 
D, 卵 越冬 の 可能 性 が 大 きい . 幼虫 は 若 齢 時 に は 1 枚 の 葉 の 一 部 を 折っ て 巣 を 造り , 中 齢 以降 は 2 一 3 枚 の 葉 を つづ 
っ て 巣 を 造っ て 生活 し て いる (Fig. 2. COL 5 な 人造 巣 の 習性 は 本 属 の 他 種 に は 見 られ な い 閉 し い 特 徴 で ある . 5 
月 下旬 老 就 幼虫 は 巣 を 離れ て 土 中 に も ぐり 遇 化し , その まま 夏 を 越え て 秋 に 羽化 する . 夏期 の 菊 の 管理 が 難し いた め 
羽化 に 成功 し た 例 は 非常 に 少 い が , 飼育 経過 の 例 を 示し て お く . MAEA) 角田 山 : 12. V. 1970 幼虫 採集 , 21. V. 
Wife, 25. IX 8 羽化 . 角田 山 29. IV. 1976, 幼虫 採集 , 15 一 25. V. Wk, 20—24. IX 48, 2 9tt. 























Myrteta sericea Butler 


キス ジ シ ロ エ ダ シャ ク (Fig. 4) 





体長 27 一 32mm. 
1. 外部 形態 
頭 部 (Figs. 12, 16) : 単眼 1 一 4 6 が ほぼ 同 大 で 5 は 小さ い . 





の 直径 の 約 1.5 倍 離れ て いる . 東毛 Pl は AF の 下方 に あり , P2 は 
いる . Has: 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3. 東毛 L1 は L2 の 下方 に 位 








1 一 5 は 人 は ほぼ 等 間隔 に 並び , 























つ . 外側 の 第 1 一 3 歯 は 大 きく , 第 4 歯 以降 は 次 第 に 小さ く な る . 外側 面 の 突起 は 比較 的 大 きく , 
A. 内 歯 を 欠く (Fig. 20. 吐 糸 管 は 長 さ が 基部 の 幅 の 約 2.2 倍 で , 先端 へ 行く に つれ て ゆる や か に 細 ま る . 先端 
LF BY ORMRIB YL ADIT A (Fig. 30), 胴 部 : A1 一 A5 の SV RII, 数 , 位置 関係 と も に 前 種 同 


様 エ ダシ ャ ク 亜 科 の 通常 の 状態 を 示し て いる Fig. 40. Al ORI 

















L1 は 気 門 の 直後 方 に ある . 








A64D も の より や や 大 きく , A8 の 気 門 は さら に 大 きい . A8 の 気 門 は 長径 , MEL bic A6 の も 
上 板 に は 通常 の 刺 毛 の 他 に , 左右 各 1 本 の 過剰 東毛 を L1 と D2 の 間 に 生 じ て い る (Fig. 35). 








後 , 尾 脚 42 本 前 後 で , 1 齢 幼 昌 で は 中 央 で 完全 に 分 離す る が , 終 齢 幼虫 で は 長短 二 型 で 


v. 


2. TEES 





MRA CMS CR DAKE do 5. 胴 部 黄 緑 色 で 前 胸 と A5 以降 は 淡色 . SABES 









































5 一 6 間 は 単眼 6 


縫 緑 と 品 前 額 縫 線 会 合点 より 上 に 位置 し て 
する (Fig. 20). 大 腸 は 8 本 の 未 端 歯 を も 














第 4 RMR IRE 


A7 の 気 門 は A1 一 
の の 約 1.2 倍 . 肛 
銘 爪 は 腹 脚 34 本 前 


F 環 状 に 並び 中 央 で 分 離し な 


t. EMENTA., 気 


門 線 は 明瞭 で 黄 白 色 , 時 に や や 紫色 を 帯び る . AD 気 門下 域 か ら A6 RAC TKB ECAD, A 
ら に 後方 まで 広く 紫 褐 色 を 呈す る 個体 を 見 て いる . 胸 脚 , 腹 脚 , 尾 脚 , 肛 上 板 は 地 色 と ほ ぼ 同 じ . 











3. 所 検 標本 


























赤谷 (新潟 県 新発田 市 ) : 29. VII. 1970 9 採集 採卵 飼育 (3 個体 マブ プッ バキ で 飼育 ), 胎内 (新潟 県 黒川 村 ) : 
10. X. 1971 (2, 食 樹 ユキ ッ パ キネ ), 燕 温泉 (新潟 県 妙高 村 ) : 26. VI. 1976 採集 採卵 飼育 (15, マブ ッ バ キ で 飼 














TD. 以上 筆者 採集 飼育 . 


4. 生態 に 関す る 知見 


本 種 の 幼虫 は 最初 中 臣 (1970) に よっ て ナッ ツバ キ か ら 発 見 され , つい で 同属 の と メシ ャ ラ か ら る 見 出さ れ た (中 
E, 197D. その 後 新潟 県 内 に お いて 筆者 (1971c) が ユキ ッ バ キ か ら 記 録 し た . ツバ キ 科 に 固有 の 種 と 考え られ る . 





Stewartia pseudo-camellia Maxim. ナツ ツバ キ (HE, 1970), 
(中 臣 , 1971). 








成虫 の 採集 飼育 記録 か ら 考 えて , 年 に 少く と ふぁ 2 化し , BRR LEZ NADA 





食餌 植 物 (Host plants) : Camellia japonica L. ヤブツバキ, C. rusticana Honda ユキ ツバ キ (佐藤 , 19710, 


S. monadelbha Sieb. et Zucc. ヒメ シャ ラ 








E し い 周 年 経過 は 不明 で ある . 


CRIA PI FAA: 27. VL. 1971 幼 虫 採集 , 16. VIL 83 羽化, 25. VH. 9opME, 幼虫 に 造 巣 性 は み ら れ な い . ME 


は 前 種 同様 土 中 で お こ な わ れる . 
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Myrteta tinagmaria tinagmaria Guenée 


ナミ スジ シロ エダ シャ ク (Fig. 3) 





体長 30 一 35mm. 

1. 外部 形態 

頭 部 (Figs. 11,15) : 単眼 1 一 4 と 6 が ほぼ 同じ 大 きき, 1 一 5 は ほぼ 等 間隔 に 並び , 5 一 6 間 は 単眼 6 の 直径 の 
約 1.5 倍 離れ て いる . 刺 毛 Pl は AF2 の わずか に 上 方 か ほぼ 同じ 高 さ に 位置 し , P2 は 中 縫 線 と 副 前 額 縫 線 会 合点 
より 上 方 に ある . Ham: 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3. HÆ LI L2 の 下方 に 位置 する (Fig. 19). 大 腸 は 7 
AORE TIR, 外側 の 第 1 一 3 歯 は 大 きく 以後 次 第 に 小さ く な る . 外側 面 の 突起 は 大 きく 第 3 末端 歯 と ほぼ 同 
X. 内 歯 を 欠く (Fig. 22. 吐 糸 管 は 長 さ が 基 部 の 幅 の 約 3.1 倍 で 先端 部 で 細 ま る . 先端 は 下 唇 中 の 未 端 東毛 を 越え 
な い . (Fig. 29). 胴 部 : A1 一 A5 に お いて , 本 亜 科 に 通常 見 られ る 刺 毛 SV3 を 欠く . その た め SV 刺 毛 群 の 数 は , 
Al で は 1 本, A2 一 A5 で は 2 本 で ある (Fig. 39). つま り SV 刺 毛 群 に 関し て は 1 齢 幼虫 と 全く 同じ で ある . (Figs. 
26, 27). Al の 刺 毛 LI は 気 門 の 直後 方 に ある . AT の 気 門 は A1 一 A6 の りゃ の より や や 大 きく . さら に A8 の 気 門 
は 大 きい . A8 の 気 門 は , RE, 短 径 と も に A6 の も の の 約 2.7 倍 . 肛 上 板 に は 前 種 同様 L1 と D1 の 間 に 1 本 の 
過剰 刺 毛 を 生じ る (Fig. 34). 釣 爪 は 腹 脚 41 本 前 後 , 尾 脚 44 本 前 後 , 1 齢 幼虫 で は 中 央 で 完全 に 分 離す る が , KD 
虫 で は 長短 二 型 で 半 環 状 に 並び 中 央 で 分 離し な い . 


















































2. 体 色 斑紋 

頭 部 淡 黄 緑色 で 光沢 あり . 胴 部 は 白色 の 気 門 線 か ら 背 方 が 淡 緑色 , BAA BRE. 節 間 部 黄色 . 気 門 線 より 背 
方 に 6 本 の 波状 で 緑 灰色 の 縦 線 が 走る . 腹面 は 縦 線 が 認め られ な い . 気 門 黒色 . 胸 脚 淡 黄 緑色 . 腹 脚 は 淡 緑 色 で 先端 
部 赤 味 を 帯び る . 尾 脚 淡 緑色 で 前 方 外側 面 に 黒色 条 あ り , 後方 外側 面 に 微小 な 軒 点 を 散布 し 先端 部 に 黒色 の 小玉 を と 
も な 2 う . 





3. 所 検 標本 

弥彦 山 (新潟 県 弥彦 村 ) : 27. IX. 1970 (2 個体 , 食 樹 マヤ アッ バキ ), 24. VL 1971 (3, マ プ タ バキ), 19. X. 
1971 (5, v7 778%), 20. VI. 1972 (1, マヤ プッ バキ ), 26. IX. 1972 (L マブ プッ バキ ) 5 間瀬 (新潟 県 岩室 村 ) : 
28. V. 1975 (5, ヤマ プッ バキ ) : 角田 山 (新潟 県 巻 町 ) : 28. IV. 1976 ? 採 集 採卵 飼育 (20, マブ プッ バキ で 飼育 ). 
以上 筆者 採集 飼育 . 


4. 生態 に 関す る 知見 

本 種 の 食 樹 と し て は , 今 の と こと ろ ヤ プッ バキ し か 知ら れ て いな い . し か し ヤ ャ プッ バキ の 自生 し て いな い デ ナ 帯 で も 
成虫 が 普通 た 産 する こと か ら ユ キッ バキ に も つく こと は ほほ 確実 で あろ うし , 前 種 同様 他 の ツバ キ 科 植物 に つく 可能 
性 も 充分 考え られ る . 

食 館 植物 (Host plant) : Camellia japonica L. ヤブツバキ (佐藤 , 1971b). 

成虫 幼虫 の 採集 飼育 記録 か ら 考 えて , 年 2 化 遇 越冬 と 考え られ る が , 周年 経過 の 詳細 は 不明 で ある . CHARI SE 
彦山 : 27. IX. 1970 幼虫 採集 , 25 一 27. X. HAE, 1. IV. 1971 2 ゃ 羽化 . 角田 山 8. VI. 1971 JERE, 28. 
VI. ? 羽化. 幼虫 は 巣 を 造ら な い . 顕 化 習性 は 前 2 種 と 異な り , 食 樹 の 葉 間 に あら い 牙 を つく り そ の 中 で 幅 化 する . 




















Myrteta punctata Warren 
ホシ スジ シロ エダ シャ ク (Fig. 5) 


体長 20 一 22mm. 

1. 外部 形態 

頭 部 (Figs. 13, 17) : 単眼 1, 2, 4, 6 が ほぼ 同 大 , 3 が 他 よ り 大 きく , 5 が 他 よ り 小 さい .。 1 一 5 は ほぼ 等 間隔 
と 並び, 5 一 6 間 は 単眼 6 の 直径 の 約 1.5 倍 離れ て いる . HE Pl は AF2 と ほほ 同じ 高き さか わずか に 下方 に ある . 
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東毛 P2 は 中 縫 線 と 副 前 額 縫 線 会 合点 より 上 方 に 位置 する . OFF: 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 他 種 より や や 深く 約 2/5. 

東毛 LL は L2 の わずか に 上 方 に 位置 する (Fig. 21). 大 腸 は 明瞭 な 末端 歯 を も た ず , わずか に 波状 を 呈し , TOE 
ま 内 側 に 伸び て 顕著 な 内 歯 に 続い て いる (Fig. 25. 吐 糸 管 は 長 さ が 基部 の 幅 の 約 1.8 倍 . ust PESO 
ず か に 越え る 程度 で ある (Fig. 3D. 胴 部 : A1 一 A5 の SV 東毛 群 の 状態 は 前 種 と 同様 で , SV3 を 欠き , AI で 
1A, A2 一 A5 で 2 本 で ある (Fig. 4). Al ORE LI は 気 門 の 直後 方 に ある . Tl の SDI, Ll, L2, T2* T3 の 
SD1, A6 の 腹 脚 外側 面 の 刺 毛 , A7 の V1, A8 の SV1, V1, A9 の SV1 を 除く 他 の 刺 毛 は 短小 . A7 の 気 門 は Al 
—A6 の も の より や や 大 きく , A8 の 気 門 は さら に だ 大きい. AS の 気 門 は , 長径 , 短 径 と も に A6 の も の の 約 2.0 倍 . 
肛 上 板 の 刺 毛 は , 本 亜 科 の 一 般 的 な 状態 を 示し , 特に 過剰 刺 毛 を 生じ し ない. 釣 爪 は 腹 脚 , 尾 脚 共に 1 齢 幼虫 と 同様 に 
中 央 で 完全 に 分 離し , 数 は 左右 各 6 本 前 後 で ある . 






































2. 体 色 斑紋 
頭 部 淡 黄 緑色 . 胴 部 淡 緑色 で 節 間 部 淡 黄 色 で 明瞭, HARE. 側面 は 黄色 の 気管 文 が 透視 で きる . 気 門 は クリ ー 
ょ 色 . 胸 脚 淡 黄 色 . 腹 脚 , 尾 脚 は 地 色 と 同じ . IE OA CAR CRAB ORE) OO, 














3. 所 検 標本 
逆 巻 (新潟 県 津南 町 ) : 22. VIL 1973 ( 3 個体 , 食 樹 ヤマ モミ ジ ), 21. VIL 1975 (8 ヤマ モミ ジ ). 以上 筆者 採 
集 . 


4. 生態 に 関す る 知見 

本 種 の 幼虫 は 最初 松浦 (1969) に よっ て 発見 され , 食 樹 と し て ズミ (Malus, バラ 科 ) が 報告 され た . その 後 筆者 
(1973) は ママ モミ ジ か ら 多 数 の 幼虫 を 得 て 羽 化 さ せ 報 告 し た が , その 際 松 浦 の 記載 し た “緑色 に 赤い 背 線 を も つ 美 
し い シ ャ ク ガ が の 幼虫 ” と い 2 特徴 が 本 幼虫 に 合致 し な いこ と が 気がかり で あっ た だ た . この 度 松浦 寛子 氏 に この 点 に つい 
て 直接 問い あわ せ た と ころ , 別種 の 誤認 で ある と の お 返事 を いた だ いた の で , こと で ズミ の 記録 は と り 消し て お きた 
v. し た が っ て 現在 ヤマ モミ ジ が 唯一 の 食 樹 の 記録 で も る が , 将来 各種 の 4cer か ら 発見 され る 可能 性 は あろ 5. 
食餌 植物 (Host plant) : Acer palmatum var. matsumurae Makino ヤマ モミ ジ (佐藤 , 1973). 

詳し い 周年 経過 は 解明 し て な い が , 年 2 化 由 越冬 と 老 を られ る . ABAN 逆 巻 : 22. VIL 1973 幼虫 採集 , 29. 
VIL. Mpk, 4, VII. 8 羽化 , 8. VII. 8, 羽化 . 幼虫 は 巣 を 造ら な い . MCI RA OSEE UC do Po vo Ri 
を つく り , その 中 で お こと なわ れる . 








































































































E の 検索 X 

1. SV BEBE AL で 1 本 , A2-A5 で 2 本 oo 2 
- SV HÆR AL で 2 本 , A2 一 A5 で 3 本 …… ド ドド ドド ドド 3 
2. 肛 上 板 に 過剰 刺 毛 を 生ずる 5 KURA RRR e b DARRER 5 IEA CU TEAOR EE ERAT 
v £3 cB SC ABEL Tg mme M. tinagmaria 

- ATER CHIR e E U Teo : ANIRAA RRRA A VAR Ze o o ; ILA O FEST PEERS OA AE n ER 
る : 釣 爪 は 中 央 で 今 区 する ーー M. punctata 

3. 肛 上 板 に 過剰 刺 毛 を 生ずる : 頭 部 刺 毛 P2 は 中 縫 線 ・ 副 前 額 縫 線 会 合点 の 上 方 に ある 3 吐 糸 管 の 長 さ は 基部 の 約 
JI "E M. sericea 

- 肛 上 板 に 過剰 刺 毛 を 生じ な い : 頭 部 刺 毛 P2 は 中 縫 線 ・ 副 前 額 縫 線 会 合点 の 下方 に ある 吐 糸 管 は 極め て 長く 基 
XB Oti OA. TE mmm M. angelica 


Scionomia 属 の 幼虫 


Scionomia 属 は わが 国 に 3 種 分 布 し て いる . すなわち S. anomala anomala Butler ツマ キッ スグ ゲロ エダ シッ 
7Z, S. mendica mendica Butler ソト キク ロ エ グ ダシ ジャク 。 ぶ . sinuosa Wileman コツ マキ ウス グロ エダ シャ ク で 
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DA. 幼虫 に つい て は , 最近 筆者 (1975) が mendica OK MALY, 写真 を 付 し て 簡単 に 記載 し , CEEE 
し た が 他 の 2 種 の 幼虫 は 未知 で あっ た . 











Genus Scionomia Warren, 1901 


頭 部 (Figs. 42, 43) 頭 幅 は 高 さ の 約 1.4 倍 , 副 前 額 縫 線 は 明瞭 . 単眼 は 1, 3, 4 が 2,5, 6 より 大 きく , 2,3, 
4 が 近接 し て いる . WMA (antennal pit) は 単眼 4 より 5 に 近い. 刺 毛 Pl は P2 の ほぼ 直下 に あり , AF2 の は る 
か に 下方 で A3 より も 下方 に 位置 する . BE L1 は A3 の 明らか に 上 方 に ある . HE F1 は Fa の 明らか に 上 方 に 
あり , むし ろ AFL に 近い . 東毛 A2 は Al の 外側 に ある . 

Ag 上 唇 中 央 の 切れ こみ の 状態 は 種 に よっ て 若干 異な る . また M 東 毛 群 は 一 直線 を な さ ず , M2 を 頂点 と する 三 
3 形 を 形成 する が , 種 に よっ て 若干 の 差 が 認め られ る . RIG LI は L2 の 明らか に 下方 に ある . 裏面 の 上 咽頭 刺 毛 
は いずれ を も 上 慎 線 に 達し な い (Figs. 45—47). H8. 9 —1007k38B x bbi 1 — 4 歯 が 大 きい . 外側 面 の 突起 は 
小さ く 第 8, ORM E [R] URLOAK (Fig. 44). 吐 糸 管 と 下 唇 弟 の 関係 は 種 に よっ て 異な る (Figs. 48 一 50). 
胴 部 表面 は 滑ら か で 特別 な 題 粒 や 突起 は 認め られ な い . A6 以外 の 腹 脚 を 完全 に 欠く . 1 iso, 終 齢 幼虫 と も 
に 刺 毛 配列 は 全 種 ほとん ど 同 じ で ある (Figs. 52—54). Tl の 刺 毛 SD1, L2, T2, T3 の SDI と と も に A6—A8 
DRE LI が 他 の 刺 毛 た に 比 し て 明らか に 繊細 . A6 一 A9 DRE V1 は 他 刺 毛 た 比 し て 短小 だ が , A1 一 A5 の V1 は 
特に 短小 で は な い . SV 刺 毛 群 の 数 は , Al で 2 本 , A2—A5 で 3 本 と 本 亜 科 に 一 般 的 な 状態 で ある が , V1 を 含め 
た 位置 関係 は や や 特徴 的 で ある . すなわち Al で は SV3 が SV1 の 前 普 方 に 位置 し , V1 は SV1, SV3 の 腹 方 で 
は る か に 前 方 に ある (本 亜 科 の 多く の 種 で は , V1 は SV1 の 直 腹 方 か や や 後方 に あり , SV3, SVI, VI が ほぼ 一直 
線上 に ある ). A2 で は V1 が SV1 の 腹 方 で わずか に 前 方 に ある た め , SV1 が SV3 と V1 を 結ん だ 線 よ り 後 方 に 
位置 し て いる (本 亜 科 の 多く の 種 で は , SV1 は SV3 一 V1 の 線上 また は 前 方 に ある ). A3 一 A5 に お ける と これら の 刺 
毛 の 位置 関係 は 本 亜 科 に 普通 に 見 られ る も の で ある . A6 腹 脚 外 側面 の SV RIZE, 1899] Ho CH QA, KEDR 
で は 9 本 か ら 11 本 まで 個体 に よ る 変 時 が ある が , 種 に よる 差 は 明確 で は な い . T1, A8 の 気 門 は AZ の も の より 明 ら 
か に 大 きく , BE EE OIC 1.7 倍 . 肛 上 板 は 先端 や や と が り , 特別 に 過剰 刺 毛 は 生じ ない. 左右 の 刺 毛 D2 FG 
の 距離 は , 上 1 一 D1 間 と 同じ (Fig. 55. 釣 爪 は 終 齢 幼虫 で は 長短 2 型 で 半 環状 に 並び 中 央 で 完全 に 分 離す る が , 1 
齢 幼虫 で は 分 離し な い . 尾 脚 上 の 刺 毛 CD2 と L2 の 位置 関係 Fig. 51), 亜 尾 板 の 状 態 は 本 科 本 亜 科 の 特徴 と よく 一 
致し て いる . 

以上 の よ うに 本 属 の 3 種 は 互い に 極め て よく 似 て お り , 頭 部 胴 部 の 東毛 配列 な ど で は ほとん と 区 別 す る こと が で き 
な い . わずか に 上 唇 , 吐 糸 管 な ど に 種 的 な 差 が 認め られ る . 幼虫 の 食 館 植物 は いずれ も シダ 類 で ある . 特に 種類 は 選 
ば ぬ よ う で , 飼育 中 与え た 数 種 の シダ を 変り な く 摂 食し た . 幼虫 の 生息 環境 は , 沢 や 茂っ た 林 の 中 に 限ら れる よう で 
日 当り の よい シダ 群落 で 幼虫 を 見 出し た こと は な い . 幼虫 は 刺激 を 与え を そる と 直ちに 体 を 素 め て 落下 する . この よう な 
習性 は ナミ シャ ク 亜 科 の 幼虫 に は よく 見 られ る が , 本 亜 科 と し て は 珍し いも の で ある . MAIYA DEDY ZALDO 
た あら い 葵 の 中 で お こない 土 中 に は 入ら な い . 越冬 態 は 未確認 だ が 成虫 功 虫 の 採集 飼育 結果 か ら 考 えて , PIR Kio 















































































































































































































































幼虫 と 推定 し て いる . 
Scionomia anomala Butler 
ツマ キ ウ ス グロ エダ シャ ク (Figs. 6, 7) 
体長 40 一 42mm. 
1. 外部 形態 











Has: 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3. RIFE M2 は M1 より わずか に 上 方 に あり , M KERRI M2 を 頂点 と する 
鋭角 三角 形 を な す . HÆ LI は M2 の 下方 で , MI と ほぼ 同じ 高き さ に ある (Fig. 45), 吐 糸 管 は 長 さ が 基 部 の 幅 の 
約 2.5 倍 , 先端 へ 行く に つれ て や や 細 ま り , 先端 わずか に へ こむ . 先端 は 下 唇 角 の 第 2 飾 を 越え る が 未 端 刺 毛 は 越え 
な い (Fig. 48), 胴 部 A6 腹 脚 外 側面 の SV 刺 毛 群 は , 調査 し た 8 個体 で は 例外 な く 左 右 と も 9 本. た だ 個体 数 が 
少 い の で , 1 一 2 本 多い 個体 変異 の 存在 は 充分 予想 され る . 釣 爪 は 腹 脚 34 本 前 後 , 尾 脚 36 本 前 後 で 。 それ ぞ れ ほぼ 中 
央 で 分 離す る . 
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2. 体 色 斑紋 

頭 部 チ ョ ュ レ ー ト 色 で 光沢 あり , 側線 に 続く 白色 帯 あ り . 胴 部 赤褐色 . 背 線 黄 褐色 の 二 重 線 , 腹部 各 節 最前 方 で 両 
線 問 に 小黒 斑 を 形成 する が , さら に 側線 の と ころ まで 黒色 部 が ひろ が っ て いる 個体 が 多い . 刺 毛 D1, D2 基部 黒色 . 
その た め 背 面 か ら 見 る と 各 節 左右 2 箇 ず つの 小黒 斑 を 並べ る . 側線 鞭 白 色 で 黒色 の 縁 ど り を も つ . 気 門 上 線 , 気 門下 
線 も 同様 . A1 一 A6 の 気 門 直後 方 に 微小 な 白色 六 あ り . 気 門 内 部 赤褐色 で , 縁 は 黒色 . 腹面 黄 白 色 で 2 本 の 淡 褐色 の 
縦 線 走る . 腹 脚 , 尾 脚 地 色 と 同じ , 胸 脚 , 肛 上 板 は 地 色 より 淡色 . 





















































3. 所 検 標本 
タ 張 后 ヒ ュ ッ テ 付 近 (標高 600m) (北海 道 タ 張 市 ) : 17. VIIL 1976 9 採集 採卵 飼育 ) 8 個体 , リュ ウメ スン シ ダグ な 
L CHB). 





4. 生態 に 関す る 知見 

今 の と ころ 野外 で の 幼虫 発見 に 成功 し て いな い . し か し 他 の 2 種 の 採集 記録 か ら 考 え , 本 種 も シダ 類 に 固有 と みて 
さしつかえ な か ろう . 飼育 中 に 与え た 次 の シダ (新潟 県 巻 町 角田 山 産 ) は いずれ も 変り な く 摂 食 し た . 

Adiantum pedatum L. クジ ャ クシ ダ (イノ モト ソウ 科 ), Polystichopsis standishii (Moore) Tagawa リョ 
ウメ ン シ グ ダグ , P. tripteron (Kunze) Pr. ジュ ウッ モン ジ シ ダグ (オシ ダ 科 ). 

成虫 幼虫 の 採集 飼育 記録 か ら 考 え , 年 1 化 で お そら く 幼 虫 態 で 越 休 する も の と 推定 し て いる . 上 記 北 海道 産 の * か 
ら 得 た 幼虫 は , 室内 (夜間 の み 暖 房 ) で 飼育 し た 結果 , 一 部 が 12 月 上 旬 に 凡 化 し た が , 残り は 幼虫 の まま 冬 を 越し た . 









































Scionomia mendica Butler 

ソト キク ロ エ ダ シャ ク (Fig. 8) 
体長 37 一 40mm. 
1. 外部 形態 
dt? 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3. RIE M2 MI と ほぼ 同じ 高 さ で, MAJER M2 を 頂点 と する 直角 三角 
形 を 形成 する . HWE LI は M2 と ほぼ 同じ 高き さか や や 下方 に 位置 する (Fig. 46). 吐 糸 管 は 長 さ が 基 部 の 幅 の 約 3. 1 
fi, 先端 へ 行く に つれ て や や 細 ま り , 先端 わずか に へ こと こむ, 先端 は 下 唇 交 の 末端 紅 毛 を 越え ず , 第 2 節 あ わずか に 越 
える 程度 で ある (Fig. 49. 胴 部 : A6 腹 脚 外側 面 の SV 東毛 群 は , 調査 し た 16 個 体 中 左右 と も 10 本 の も の が 13, 左 
10 本 , 右 11 本 の も ゃ の が 3 で あっ た . 釣 爪 は 腹 脚 30 本 前 後 , 尾 脚 34 本 前 後 で それ ぞ れ 住 ぼ 中 央 で 分 離し て いる. 












































2. EB 

頭 部 チ ョ ュ レ ー ト 色 . 光沢 あり , 側線 に 続く 白色 帯 が 走る . 胴 部 赤褐色 だ が 濃 さ に 個体 変異 あり . 背 線 黄 褐 色 の 二 
重 線 で , 腹部 各 節 最前 方 で 両 線 間 に 小 時 斑 を 形成 する . 側線 白色 一 黄 白 色 で 特に 胸 節 で 太く て 明瞭. 気 門 上 緑 は 黄 
色 で 細く 波状 に 走る . A1 一 A6 の 気 門 直後 方 に 微小 な 黄 白 色 玉 を そなえ を る. 気 門 は 内 部 , HE OIC. 腹面 淡色 で 
2 本 の 終 線 走る . 胸 脚 淡 褐 色 . 腹 脚 , 尾 脚 , 肛 上 板 は 地 色 と ほぼ 同じ . 






















































































3. 所 検 標本 
角田 山 (新潟 県 巻 町 ) : 30. V. 1972 (2 個体, 食 草 リョウ メン シダ , クサ ソ ツテ ウジ), 31. VIL 1973 (8, クジ ャ ク 
シグ ダ ), 6. VII. 1973 ( リョ ウメ ン シ ダ ), 14. VIL 1973 3. クジ ャ クシ ダ ). 





4. 生態 に 関す る 知見 

野外 で 実際 に 幼虫 を 発見 し た シダ は 次 の 5 種 で ある . 

食 館 植物 (Host plants) : Adiantum pedatum L. クジ ャ クシ ジ シダ (イノ モト ソウ 科 ), Polystichopsis standishii 

(Moore) Tagawa リョ ウメ ン シ ダ , P. tripteron (Kunze) Pr. ジュ ウツ モン ジジ シダ , Matteuccia struthiopteris 

Nieuwl. クサ ソテツ , Leptogramma mollissima (Fisch.) Ching. ミゾ シダ (オシ ダ 科 ) (以上 佐藤 , 1975). 
本 種 の 食 樹 は 既に 熊倉 正昭 氏 の 飼育 記録 に 基づい て ウッ ダイ カン バ (カバ ノ キ 科 ) が 報告 され て いる (佐藤 ・ 中 島 , 

1972). し か し 本 幼虫 が シダ 類 以 外 の 植物 に つく こと は 考え が た く , この 記録 は ひと まず 除外 し て お きた い . 年 2 化 
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する が , BEC DOIRADA LADAR SIRRA LHL CWS, AEAN 角田 山 7. V. 19728) 835 
集 , 9. V. Wife (死亡 ). 角 田山 30. VIL. 1972 幼虫 採集 (幼虫 時 に 死亡 ). 糸魚川 市 私 十 八 カ 所 : 26. VII. 1975 
幼虫 採集 , 22. IX. 8 羽化 . 























Scionomia sinuosa Wileman 


コツ マキ ウス グロ エダ シャ ク (Fig. 9) 





体長 37 一 41mm. 

1. 外部 形態 

aa: 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 前 2 種 より 深く 約 1/2. 刺 毛 M2 は M1 と ほぼ 同じ 高き か わずか に 下方 に あぁ あり, M 
刺 毛 群 は M2 を 頂点 と する 直角 一 鈍 角 三角 形 を な す . RISE LI は M2 の 明らか に 下方 に ある (Fig. 47). 吐 糸 管 は 
長 さ が 基部 の 幅 の 約 3.3 倍 , 先端 へ 行く に つれ て ゆる や か に 細 ま り , 先端 わずか に へ こむ. 先端 は 下 唇 角 の 第 2 節 を 
越え る が , 末端 東毛 は 越 を な い (Fig. 50), 胴 部 : A6 腹 脚 外 側面 の SV 東毛 群 は , 調査 し た 22 個 体 の うち , 左右 
と も 10 本 の も の 12, 9 本 と 10 本 の も の 7, 左右 と も 11 本 の も の 3 で あっ た . 釣 爪 は 腹 脚 30 本 前 後 , 尾 脚 34 本 前 後 で , 
それ ぞ れ ほぼ 中 央 で 分 離す る . 





























2. 体 色 斑紋 

全体 に 前 種 mendica に 酷似 し 体 色 斑紋 に よる 区 別 は か な り 困 難 で ある . 頭 部 チ ョ ュ レ ー ト 色 で 光沢 あり , 側線 へ 
続く 白色 帯 が 走る . 胴 部 や や 黄色 味 を 帯び た 褐色 で 変 暴 が ある が , mendica の よう に 赤 味 を 帯び る 個体 は 少な い . 
背 線 は 黄 福 色 の 二 重 線 で , 前 種 同様 腹部 各 節 最前 方 で 両 線 間 に 小黒 斑 を 形成 する が , 不明 瞭 な 個体 も 多い . URES 
色 で 不明 瞭 な 個体 が 多い が , 明瞭 な 個体 で は A1 一 A6 に お いて , 硝 線 と 側線 に よっ て 背面 か ら み る と ひし 形 の 模様 
が 形成 され る . 気 門 上 線 , 気 門下 線 と も ぁ に 黄 褐 色 で 不明 瞭 . A1 一 A6 各 節 気 門 直 後方 に 微小 な 慕 白 色 斑 を そ な る を る. 
気 門 は 内 部 , Bt vices. 腹面 淡色 で 2 本 の 終 線 走る . IHS, 腹 脚 , 尾 脚 , 肛 上 板 地 色 と ほ 同じ . 





















































3. 所 検 標本 
燕 温泉 (新潟 県 妙高 村 ) : 26. VI. 1976 採集 採卵 飼育 (15 個 体 , クダ ジャ クシ ダ な ど で 飼 育 ), 国民 の 森 (秋田 市 
仁 別 ) :31. VIL 1976 (2, 食 草 り 9 。 ウ メン シダ ), SIRTE a y FARE, (北海 道 夕張 市 ) : 17. VII. 1976 9 採集 採 
卵 飼育 6, リョ ウメ ン シ ダ な ど で 飼 育 ). 












































4. 生態 に 関す る 知見 

本 幼虫 は 今回 初め て 記録 され た も の で ある . 野外 の 採集 例 は ほん の 2 例 し か な い が , 前 2 種 同様 各種 の シダ に つく 
も の と 考え られ る . 今 の と ころ 野外 で 確認 され た 食餌 植物 は 次 の 1 種 の み で ある . 

BHE (Host plant) : Polystichopsis standishii (Moore) Tagawa リョ ウツ メン ジ シズ. 

な お 本 種 の 食 樹 $, 既に 熊倉 氏 の 飼育 記録 に 基づい て ダケ カン バ (カバ ノ キ 科 ) が 報告 され て いる (佐藤 ・ 中 島 , 
1972) が , 再 確 認 で きる まで ひと まず 除外 し て お きた い . 北海 道産 の から 得 た 幼虫 は , 室内 (夜間 の み 暖 房 ) で 飼 
育 し た と ころ 12 月 中 旬 に 一 部 昇 化し , 残り は 幼虫 の まま 時 々 摂 食す る と い 5 状態 で 越 条 し た . この こと と も 考え ん あわせ, 
お そら く 年 1 化 , 幼虫 越冬 と 推定 し て いる . 



































E の 検索 X 
1. 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/3. LB ORI LI は Ml と ほぼ 同じ 高 さ か わずか に 下方 に ある ee 2 
- 上 唇 中 央 の 切れ こみ は 約 1/2. ERORE LI は M1 の 明らか に 下方 に ある ee S. sinuosa 
2. LE ORIFE M2 は MI の や や 上 方 に あり , Ll は M2 の 明らか に 下方 に ある . WEZ X TRAORE 2 85 
を は る か に 越え る eter S. anomala 
- 上 唇 の 刺 毛 M2 は M1 と ほぼ 同じ 高 さ に あり , LI は M2 と 同じ 高き か や そ 下 方 に ある . 吐 糸 管 の 先端 は 下 唇 
HOR 2 館 を わずか に 越え る Messe] seres neem ernest eee EERE eee eet すす で PF S. mendica 
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ま と め 








以上 本 報 で は 日 本 産 Myrteta 属 と Scionomia 属 の 幼虫 を 記載 し その 異同 を 明らか に する と と を も に , 食 館 植 物 な 
ど 生 態 た 関す る 知見 を 整理 し た . Myrteta 属 に は , Al 一 A5 gfi RI AHE SV3 の 欠如 , 肛 上 板 の 過 剰 刺 毛 の 
存在 な ど ェ エダ シィ ャ ク 亜 科 と し て は 他 に 例 の な い 形 態 を そ な ぁ を た 種 が 含ま れ て いる . 後者 に つい て は , イン ド 産 の 
Zamarada translucida Moore に お いて 同様 の 形質 が 報告 され て いる (Singh, 1953), し か し これ ら の 特徴 も 
Myrteta 属 の 全 種 に 共通 の も の で は な く , 口 器 な ども 含め た 形態 的 な 面 に と ど ま ら ず , 遇 化 習 性 や ゃ 造 栄 習性 な ど 生 態 
的 な 面 に お いて る も 種 に よる 差 が 大 きく , 今後 近 緩 属 と の 関係 な ども 調べ て いき た いと 考え て いる . 一 方 Scionomia 
属 の 3 種 は 互い た 極め て よく 似 て お り , 生態 面 で も シダ 食 で ある こと , 幼虫 越冬 と 考え られ る こと , BR CHETS 
こと な ど 共 通 面 が 多く , 属 の 分 類 そ の も の に は 何ら 問題 が な い . し か し 頭 部 , 胴 部 の 刺 毛 配列 な どの 形態 面 , 刺激 時 
の 幼虫 の 行動 ) シダ と いう や や 原始 的 な 植物 に 固有 で ある こと な どの 生態 面 に 注目 すべ き 特 徴 が あり , むし ろ エ ダシ 
ャ ク 亜 科 に お ける 本 属 の 位置 に つい て 今後 あら た め て 研究 する 必要 が あろ 25. 
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Summary 


The present paper represents a part of taxonomic study of Japanese geometrid larvae. In this 
paper the author described the mature larvae of all the species of the genera Myrteta Walker and 
Scionomia Warren, occurring in Japan. The terminology for the setae is Hinton’s (1946) system ; 
setae of anal proleg and anal shield are named according to Dugdale (1961). The additional 
subprimary lateral seta, commonly found on the first seven abdominal segments, is called “seta 
L4” according to Dugdale (1961). The thoracic and abdominal segments are referred to by the 
abbreviations T and A, respectively. Most characters common to the larvae of this subfamily have 
been omitted. 
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Genus Myrteta Walker, 1861 


Many specific differences can be found in larval characters and habits. 'The absence of seta 
SV3 on Al to A5 or the presence of an additional seta on each side of anal shield is a useful 
character which serves to distinguish this genus from most genera of this subfamily. Ventral 
proleg of A6 with 4 external setae; 2 setae in the first instar larva. Mesoseries of crochets 
complete in the first instar larva, and varied depending on the species in the last instar larva. 
Angelica is a leaf-webber, and the other species are not concealed feeders. Angelica and sericea 
pupate in the soil, and tinagmaria and punctata in a thin cocoon among the leaves. The hibernating 
stage is presumably the egg or the early instar larva in angelica, and the pupa in the other species. 
Angelica feeding on Styrax (Styracaceae), sericea and tinagmaria on Camellia and Stewartia (Theaceae) 
and punctata on Acer (Aceraceae). 


Key to species 


l. Subventral setal group unisetose on Al and bisetose on A2 to AS5……ー ド ーー ドー ドー ドー ドー トー ピート 2 
- Subventral setal group bisetose on Al and trisetose on A2 to AB «ee 3 
2. Anal shield with a distinct extra-seta on each side; mandible with some sharp distal teeth 
and without an internal tooth ; the apex of spinneret extending before the tip of distal seta of 
labial palpus; mesoseries of crochets complete «HH M. tinagmaria 

- Anal shield without such an extra-seta; mandible with the distal margin almost entire and a 
distinct internal tooth; the apex of spinneret extending beyond the tip of distal seta of labial 
palpus; mesoseries of crochets interrupted in the middle ee ドド ーー M. punctata 

3. Anal shield with a distinct extra-seta on each side; head seta P2 above level of the meeting 
point of coronal and adfrontal sutures; spinneret about 2.2 times as long sa its basal width……・ 
ccc ——————c MM M. sericea 

- Anal shield without such an extra-seta ; seta P2 below level of the meeting point of coronal and 
adfrontal sutures ; spinneret very long, about 4.7 times as long as its basal width- M. angelica 


Genus Scionomia Warren, 1901 


Head seta P1 distinctly below level of AF2 and A3. Seta Fl distinctly above level of Fa and 
close to AFI. Seta A2 posterolaterad of Al. Seta Ll on A6 to A8 fine and slender as well as L2 on 
Tl. Subventral setal group bisetose on Al and trisetose on A2 to A5. Seta SV3 on Al anterodorsad 
of SVI, and V1 well anterior to SV1. Seta SV1 on A2 posterior to the imaginary line connecting 
SV3 and V1. In most ennomine species, the setae SV1, SV3 and Vl in vertical alignment on Al; 
SVl on A2 on the imaginary line connecting SV3 and Vl or anterior to it. Ventral proleg of A6 
with 9-11 external setae; 2 setae in the first instar larva. Mesoseries of crochets interrupted in 
the middle: complete in the first instar larva. The three species are very similar in the external 
characters, but slight differences can be found in the labrum and spinneret. The larvae drop 
without a suspensory thread of silk and are coiled, when touched or pricked. The hibernation 
stage is presumably the later instar larva. Pupation in a thin cocoon among the leaves. Feeding 
on some species of fern. 


Key to species 


l. Labral emargination about 1/3 deep; seta Ll on labrum almost level with or slightly below 
es aad EN E rou Soe ec UU Uu T Ux MM 2 

Labral emargination about 1/2 deep; seta LI on labrum distinctly below level of M1…S. sinuosa 
2. Seta M2 on labrum slightly above level of M1, and L1 distinctly below level of M2; the apex 


of spinneret extending well beyond the apical segment of labial palpus-- esses S. anomala 
- Seta M2 on labrum almost level with M1, and L1 level with or slightly below level of M2; the 
apex of spinneret extending little beyond the apical segment of labial palpus………… S. mendica 
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Figs. 1—5. Last instar larvae of Myrteta : (1) M. 


angelica ; (2) ditto, the nest ; (3) M. tinagmaria ; 
(4) M. sericea; (5) M. punctata. Figs. 6—9. Last instar larvae of Scionomia: (6) S. anomala, dorsal 
aspect; (7) ditto, lateral aspect: (8) S. mendica; (9) S. sinuosa. 
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Figs. 10—25. Last instar larvae of Myrteta: 10—17. Head, (10) M. angelica; (11) M. tinagmaria ; 
(12) M. sericea; (13) M. punctata; (14) M. angelica, ocellar area; (15) M. tinagmaria, ocellar 
area; (16) M. sericea, ocellar area; (17) M. punctata, ocellar area; 18—21. Labrum, (18) M. 
angelica; (19) M. tinagmaria; (20) M. sericea; (21) M. punctata; 22—25. Mandible, (22) M. 
angelica; (23) M. tinagmaria ; (24) M. sericea; (25) M. punctata. 
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Figs. 26—27. Setal maps of the first instar larva of Myrteta tinagmaria. Figs. 28—36. Last instar 
larvae of Myrteta : 28—31. Spinneret and labial palpus, (28) M. angelica ; (29) M. tinagmaria ; 
(30) M. sericea; (31) M. punctata; (32) Anal proleg of M. sericea; 33—36. Anal shield, (33) M. 
angelica; (34) M. tinagmaria; (35) M. sericea; (36) M. punctata. 
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Figs. 37—41. Setal maps of the last instar larvae of Myrteta: (37) M. angelica; (38) M. angelica ; 
(39 M. tinagmaria; (40) M. sericea; (41) M. punctata. 
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(43) ditto, ocellar area; 


Figs. 42—51. (42) Head of S. sinuosa; 
(44) Mandible of S. sinuosa; 45—47. Labrum, (45) S. anomala; (46) S. mendica ; (47) S. sinuosa ; 
(49) S. mendica; (50) S. sinuosa; 51. Anal 


Last instar larvae of Scionomia ; 


48—50. Spinneret and labial palpus, (48) S. anomala ; 


proleg of S. sinuosa. 
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Figs. 52—55. Last instar larvae of Scionomia: (52)— (54) Setal maps of S. sinuosa; (55) Anal shield 
of S. sinuosa. 
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